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聖徳学園は、平成１５年１１月に日本の教育機関
では初めて品質管理システムのISO９００１および
環境管理システムのISO１４００１、両国際規格の
認証を同時取得しました。
その後も、高品質でより良い教育を可能にする
システムと地球環境を守る管理システムを継続
した結果、平成２１年２月に認証を更新しました。
国際機関の定めた規格を高いレベルで更新した
ことにより、聖徳学園は次の高みに向けて新たな
活動を展開します。

より豊かな未来に向け ISO認証を更新

ISO9001
（教育の質マネジメントシステム）

ISO14001
（環境マネジメントシステム）

I N D E X
学園 ────────── 3・4
大学院・大学・短大─1・2・3・4
幼児教育専門学校 ──4・5
附属女子中・高───3・4・5
取手聖徳女子中・高── 3・4・5・6
小学校 ──────── 3・4・6
幼稚園 ────── 3・4・6・7
インフォメーション── 1・4・6・8

3ページ詳細は

松
戸
景
観
条
例
の
制
定
に
基

づ
い
て
今
年
度
新
し
く
設
け
ら

れ
た「
第
一
回
松
戸
市
景
観
賞
」

に
お
い
て
、
児
童
学
科
児
童
文

化
コ
ー
ス
二
年
生
十
名
が「
活

動
部
門
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
松
戸
市
役
所
都
市

計
画
課
の
依
頼
を
受
け
て
、
担

任
の
神
谷
明
宏
・
児
童
学
部
准
教

授
の
指
導
の
も
と
有
志
学
生
が

取
り
組
ん
だ
「
水
と
み
ど
り
と

歴
史
の
回
廊
マ
ッ
プ
」の〝
上
本

の
制
作
活
動
に
対
し
て
贈
ら
れ

た
も
の
で
す
。

一
月
十
四
日（
土
）、
松
戸
市

民
劇
場
で
開
催
さ
れ
た「
ま
つ

ど
景
観
フ
ォ
ー
ラ
ム
」の
中
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
代
表

の
高
橋
真
美
さ
ん
、
塚
原
瞳
さ

ん
を
は
じ
め
八
名
が
参
加
し
、

本
郷
谷
健
次
松
戸
市
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
の
盾
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

郷
地
区
編
〞と〝
小
金
北
地
区
編
〞

大学教員によるリレーエッセイ

小川直樹
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人文学部英米文化学科教授

英語の発音って
大事なの？

表彰式でインタビューを受ける学生たち

卒業生の歌声に
感謝の手紙を
いただきました！

ご活躍を宮城の空より
応援しております。

宮城県塩竈市 工藤揚子
（旧姓・星／昭和５３年３月初等教育学科卒）

３５年前に聖徳短大でお世話になった者です。

２月１９日（日）に国府多賀城駅南地区仮設集

会所にてディヴァレンジャーのコンサートを聞

いて参りました。怪獣のバラード、宝塚を見て

いるようなミュージカルありと、狭いステージで

したが、後輩の声楽家の皆さまに心洗われる歌

声を聞かせていただきました。涙が始めから…、

まだ歌声が耳に残っています。
ありがとうございました。

日時：

場所：

平成２４年

4月21日（土）１３時～１５時３０分（予定）
聖徳大学川並香順記念講堂

公開講演 演題：音楽の喜びは生涯にわたって
講師：青島広志 氏（作曲家）

ミニコンサート

本学音楽学部演奏学科教員による声楽、ピアノ、パイプオルガンの演奏で名曲をお届けします。

○C Gakken Pub

■ コーディネーター ■ 演奏学科教授　原佳大
■ お 話 と 解 説 ■ 音楽総合学科教授、SOA音楽研究センター長　山本まり子
■ 演　　　奏 ■ 音楽学部演奏学科教員

島崎智子、鳥井俊之、原佳大、松居直美、望月哲也、山田昌宏 ※50音順

セレモニーのお申し込み・お問い合わせは、生涯学習課（Tel.047-365-3601）まで

二
月
十
八
日（
土
）、

本
学
一
号
館
の
香
順

メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル
に
て
、

平
成
二
十
三
年
度
学

生
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

学
生
表
彰
は
、
ク

ラ
ブ
活
動
や
個
人
活

動
に
お
い
て
特
に
功

績
の
あ
っ
た
学
生
を

学
長
が
表
彰
す
る
も

の
で
す
。
今
年
度
は

三
名
の
学
生
と
二
団

体（
三
十
名
）が
表
彰

を
受
け
ま
し
た
。

川
並
弘
純
学
長
よ
り
賞
状
が

一
人
ず
つ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

川
並
学
長
は
お
祝
い
の
言
葉
に

加
え
、
特
に
団
体
表
彰
に
対
し
、

自
ら
考
え
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
起

こ
し
た
こ
と
へ
の
感
謝
を
述
べ

ま
し
た
。

●
演
奏
学
科
器
楽
コ
ー
ス
４
年
　

藤
川

慶
子

第
１１
回
全
日
本
ア
ー
ル
ン
ピ
ア
ノ

コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
全
国
大
会

優
秀
賞
・
グ
ラ
ン
ド
フ
ァ
イ
ナ
ル

２
位
入
賞

平
成
二
十
三
年
度
学
生
表
彰
受
賞
者
が
決
定

学長より賞状を授与される勝見さん

■
学
生
表
彰
受
賞
者
と

受
賞
理
由
（
敬
称
略
）

●
児
童
学
科
保
育
士
養
成
コ
ー
ス
２
年

佐
賀

訓
子

第
６１
回
関
東
大
学
女
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
大
会
４
部
リ
ー
グ
戦
で

優
秀
選
手
賞
受
賞

●
心
理
学
科
１
年
　

嶋
田

美
里

第
２２
回
関
東
学
生
新
人
陸
上
競
技

選
手
権
大
会
で
１
５
０
０
ｍ
決
勝

５
位
入
賞
、３
０
０
０
ｍ
決
勝
６
位

入
賞

●
児
童
学
科

児
童
文
化
コ
ー
ス

２
年
有
志（
１０
名
）

（
安
西

裕
子
、
石
川

綾
夏
、
印
田

美
咲
、
関
川

雅
美
、
高
橋

真
美
、

塚
原

瞳
、
戸
田

晶
子
、
古
田

哲

子
、
星
野

睦
瑞
、
増
田

恵
理
）

●
学
友
会
役
員（
２０
名
）

（
勝
見

愛
湖
、
中
林

未
来
、
時
計

穂
波
、
折
居

恵
、
小
関

幸
江
、
水
野

由
穂
、
鈴
木

綾
、
野
口

真
悠
、
山
岸

未
来
、
白
根

里
美
、
高
巣

真
衣
、
前

田

里
沙
、
小
吹
つ
ば
さ
、
木
下

靜

香
、
今
野

珠
希
、
折
原

麻
里
、
村
松

杏
奈
、
大
槻

彩
季
、
前
田

侑
里
、
小

野

光
貴
）

学
友
会
活
動（
ク
ラ
ブ
活
動
・
聖
徳

祭
・
ク
リ
ー
ン
運
動
等
）に
お
い
て

積
極
的
に
活
動

「
水
と
み
ど
り
と
歴
史
の
回
廊
マ
ッ

プ（
上
本
郷
地
区
・
小
金
北
地
区
）」

制
作
活
動
に
よ
り
松
戸
市
景
観
賞
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活
動
部
門
）を
受
賞
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松
戸
市
岩
瀬
５
５
０ 

聖
徳
大
学 

松
戸
市
岩
瀬
５
５
０ 

聖
徳
大
学 

多賀城市でのコンサートの様子

本学音楽文化学科卒業生による声楽アン
サンブル「ディヴァレンジャー」が、２月１８
日（土）に、大学１号館香順メディアホールに
て東日本大震災復興支援チャリティーコン
サート「虹色の未来」を開催しました。

翌１９日（日）、２０日（月）には、被災地
（宮城県富谷町、多賀城市、名取市、松
島市）で演奏活動を行い、１８日のチャリ
ティーコンサートで集まった義援金を現
地の自治体に直接届けました。

大
学
・

短
期
大
学
部

ムーサのほほえみ ～SOA開設20周年によせて～

平
成
二
十
三
年
度
学
生
表
彰
受
賞
者
が
決
定
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水とみどりと歴史の回廊マップ
（上本郷地区）

聖徳大学オープン・アカデミー（SOA） 開設２０周年記念
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【参加費：無料（申込制）】
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相互に連携させた心理・福祉学部を設置しました。５学部１０学科
の体制でさらに学びを充実させます。

●児童学部 ■児童学科

●心理・福祉学部 ■心理学科 ■社会福祉学科

●人文学部
■生涯教育文化学科 ■女性キャリア学科
■英米文化学科 ■日本文化学科

●人間栄養学部 ■人間栄養学科

●音楽学部 ■演奏学科　■音楽総合学科
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千
葉
県
福
祉
人
材
確
保
・
定

着
東
葛
飾
地
域
推
進
協
議
会
複

数
事
業
所
連
携
事
業
の
一
環
と

し
て
、
作
家
・
乙
武
洋
匡（
お
と

た
け
ひ
ろ
た
だ
）氏
に
よ
る
講

演「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ

ず
に
―
福
祉
に
携
わ
る
人
に
今

伝
え
た
い
こ
と
―
」が
二
月
九

日（
木
）、
本
学
に
お
い
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
三
十
五
歳
と
な
ら

れ
た
乙
武
氏
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
ず
に
自
分
の
人
生

に
真
摯
に
向
き
あ
い
、
ど
う
切

り
開
き
、
歩
ん
で
き
た
の
か
に

つ
い
て
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な

が
ら
語
り
ま
し
た
。

乙
武
氏
は
、
二
十
歳
の
時
に

「
言
い
訳
を
し
て
逃
げ
る
人
間

に
だ
け
は
な
ら
な
い
」と
自
分

に
約
束
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

に
挑
戦
し
続
け
、
杉
並
区
で
の

三
年
間
の
小
学
校
教
員
生
活
の

中
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
、「
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
そ
れ
で
も
失

敗
し
た
ら
そ
の
時
は
し
ょ
う
が

な
い
。
で
も
一
度
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
い
う
ち
に
逃
げ
る
の
は

や
め
よ
う
」と
、
自
身
の
言
葉
で

伝
え
た
と
い
い
ま
す
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は

友
人
ら
が
被
災
地
に
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
出
向
い
て
活
躍
し
て
い

る
の
を
見
て
、「
素
晴
ら
し
い
な

あ
、
頑
張
っ
て
い
る
な
あ
」と
素

直
に
思
っ
た
反
面
、「
僕
の
よ
う

な
体
を
し
た
人
間
が
駆
け
つ
け

た
と
こ
ろ
で
何
の
手
伝
い
も
で

き
な
い
、
迷
惑
を
か
け
る
だ
け

で
は
な
い
か
」と
い
う
も
ど
か

し
い
思
い
を
し
ば
ら
く
抱
え
て

い
た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
後

に
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー

グ
ル
ス
の
始
球
式
も
務
め
る
な

ど
、
積
極
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
本
学
八

号
館
六
階
の
ゼ
ミ
室

を
使
用
し
て
取
り
組

ま
れ
て
き
た
卒
業
研

究
美
術
作
品
展
が
、

今
回
初
め
て
川
並
弘

昭
記
念
図
書
館
五
階

（
集
い
の
園
）で
、
一
月

二
十
六
日（
木
）か
ら

二
十
八
日（
土
）ま
で

の
三
日
間
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

作
品
と
し
て
多
か
っ

た
の
は
、
絵
本
制
作
で

し
た（
昨
年
は
立
体
作
品
が
目

立
ち
ま
し
た
）。
絵
本
は
、
物

語
や
仕
掛
け
、
写
真
、
布
絵
本

な
ど
多
様
で
し
た
。
描
画
材
は

色
鉛
筆
だ
け
で
は
な
く
、
写
真

や
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ソ
フ
ト
を
使

用
し
た
も
の
や
、
立
体
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
写
真
に
撮
っ
て
制

作
し
た
も
の
な
ど
多
彩
で
し

た
。
他
に
は
、
ム
ー
ビ
ー
制
作

や
、
フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
用
し

た
大
型
ぬ
い
ぐ
る
み
、
幼
児
の

手
先
の
発
達
を
意
図
し
た
玩

具
、
多
様
な
素
材
を
使
用
し
た

プ
レ
イ
マ
ッ
ト
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。

作品を鑑賞する学生

第
五
回
卒
業
研
究
美
術
作
品
展
開
催

二
月
十
五
日（
水
）に
、
音
楽

学
部
音
楽
総
合
学
科
音
楽
教

員
養
成
コ
ー
ス
の
学
生
に
よ

る
第
四
回
演
奏
会
が
、
本
学
一

号
館
の
香
順
メ
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
実
技

力
の
高
い
音
楽
教
員
に
」と
い

う
理
念
の
下
、
毎
年
行
わ
れ
て

い
る
演
奏
会
で
す
。

開
演
前
の
ロ
ビ
ー
で
は
、
四

年
生
の
ア
カ
ペ
ラ
・
グ
ル
ー
プ

「
お
り
ぼ
ん
」が
、
テ
レ
ビ
番
組

「
ハ
モ
ネ
プ
」最
終
予
選
に
残

っ
た
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
・
四
年
生

が
ソ
ロ
で
見
せ
場
た
っ
ぷ
り
の

ス
テ
ー
ジ
を
展
開
し
ま
し
た
。

休
憩
時
間
中
に
は
、
ロ
ビ
ー
に

展
示
さ
れ
て
い
た
、
四
年
生
制

作
の
た
く
さ
ん
の
ポ
ス
タ
ー

や
コ
ー
ス
紹
介
の
パ
ネ
ル
が

人
気
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
が
力
を
入
れ
て
い
る
、

全
学
年
に
よ
る
合
唱
活
動
も

軌
道
に
乗
っ
た
今
年
、
ス
テ
ー

ジ
の
最
後
に
は
、
松
井
孝
夫
准

教
授
作
曲
の「
虹
色
の
未
来
」

を
含
む
四
曲
の
合
唱
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
四
年
生
は
、
こ

の
日
の
自
信
を
胸
に
大
き
く

羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。

音
楽
教
員
養
成
コ
ー
ス
の

演
奏
会
を
開
催

キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
熱
い
就
職
活
動
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
！

学
内
合
同
企
業
セ
ミ
ナ
ー

ｉ
ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
２
０
１
２

二
月
十
日（
金
）、「
学
内
合
同

企
業
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ｋ
Ｕ
２
０
１
２
」を
聖
徳
大
学

体
育
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
超
就
職
氷
河
期
が
続
い

て
い
る
中
で
も
新
卒
採
用
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
企
業

三
十
三
社
と
、
企
業
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
三
百
三
十
一
名

の
大
学
三
年
生
・
短
期
大
学
部

一
年
生
で
会
場
が
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
ク
ー
ル
を

三
十
五
分
と
し
て
全
企
業
が

一
斉
開
始
・
終
了
す
る
形
式

で
、
全
五
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
体
育
館
の
セ

ミ
ナ
ー
と
並
行
し
て
別
会
場

で
は
、
管
理
栄
養
士
に
特
化
し

た
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
さ
れ
、
異

な
る
業
界
の
採
用
担
当
者
か

ら
学
生
が
就
職
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
上
で
大
変
有
意
義
な
話

が
あ
り
ま
し
た
。

学
生
は
、
事
前
の
企
業
研
究

を
生
か
し
、
説
明
を
し
っ
か
り

メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
、
質

問
す
る
積
極
的
な
姿
が
印
象

的
で
し
た
。
学
生
か
ら
は
、「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
分
か
ら
な
か
っ

た
発
見
が
あ
っ
た
」「
自
分
の

志
望
外
の
業
界
の
話
が
聞
け

て
興
味
を
持
っ
た
」等
の
意
見

が
あ
り
、
就
職
活
動
の
よ
い
ス

タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ソロのステージで観客を魅了

熱気に包まれた体育館

乙
武
洋
匡
氏
が
講
演

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず
に

―

福
祉
に
携
わ
る
人
に
今
伝
え
た
い
こ
と
―

」講演をする乙武氏

児
童
学
科

二
月
八
日（
水
）、
本
学
に
て

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
学

会
は
、
旧
文
学
科
で
国
語
国
文

学
を
専
門
と
し
た
教
員
お
よ

び
総
合
文
化
学
科
文
芸
・
編

集
、
図
書
館
司
書
ブ
ラ
ン

チ
の
学
生
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
大
会
は
日
ご
ろ

の
研
究
成
果
を
発
表
す
る

場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
学
生
の
卒
業
研

究
か
ら
、
高
橋
美
弥
さ
ん（
文

芸
・
編
集
、
二
年
）が「
向
田
邦

子
の
文
体
」、
成
田
あ
ず
さ
さ

ん（
同
）が「
新
聞
が
伝
え
た
明

治
の
動
物
―
怪
異
と
畏
敬
―
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
発
表
し
ま

し
た
。
高
橋
さ
ん
は
、
向
田
邦

子
の『
父
の
詫
び
状
』に
使
用

さ
れ
た
東
京
弁
を
抜
き
出
し
、

「
手
洗
い
」と「
ご
不
浄
」は
性

別
に
よ
っ
て
明
確
に
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見

し
ま
し
た
。
成
田
さ
ん
は
、
明

治
五
〜
十
七
年
の
新
聞
に
登

場
し
た
動
物
記
事
を
調
査
し
、

キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
、
象
、
オ
ラ
ン

ウ
ー
タ
ン
、
犬
な
ど
動
物
に
よ
っ

て
記
事
の
取
り
上
げ
ら
れ
方

に
違
い
が
あ
る
こ
と
を
発
見

し
、そ
の
背
景
を
探
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
総
合
文
化
学
科
の

坂
口
三
樹
准
教
授
が「『
山
月

記
』に
お
け
る
李
徴
詩
の
解
釈

―『
長
嘯（
ち
ょ
う
し
ょ
う
）』

の
語
を
中
心
に
―
」、
碁
石
雅

利
教
授
が「『
う
れ
し
き
も
の
』

冒
頭
の
文
構
造
」と
い
う
演
題

で
講
演
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

原
典
が
成
っ
た
時
代
の
発
想

に
寄
り
添
う
こ
と
で
、
そ
れ
ら

漢
詩
や
古
文
に
相
応
し
い
解

釈
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
を

実
証
し
ま
し
た
。「
原
典
を
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
読
む
か
」と

い
っ
た
、
学
問
に
対
す
る
姿
勢

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

質問に答える成田あずささん

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

短
期
大
学
部
国
語
国
文
学
会

大
会
を
開
催

総
合
文
化
学
科

二
月
八
日（
水
）、
本

学
に
て
総
合
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ン
テ
リ

ア
ブ
ラ
ン
チ
の
卒
業
制

作
発
表
会
を
行
い
ま
し

た
。
卒
業
制
作
の
画
材

や
テ
ー
マ
は
自
由
で
、

水
彩
画
、
切
り
絵
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ

ク
ス
、
模
型
、
設
計
等
、

個
性
豊
か
な
作
品
が
そ
ろ
い

ま
し
た
。

発
表
会
で
は
、「
な
ぜ
そ
の

よ
う
な
構
図
に
し
た
の
で
す

か
」「
一
番
苦
労
し
た
こ
と
は

何
で
す
か
」な
ど
質
問
が
相
次

ぎ
、
緊
張
の
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
が
、
ブ
ラ
ン
チ
の
学
生

全
員
が
無
事
に
発
表
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
味
わ
っ
た
創
作
す
る
楽
し

さ
を
、
卒
業
後
も
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
生
か
し
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

久志田知会美さん（2年）の作品「春」

二
月
八
日（
水
）付
で
聖
徳

大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部

学
長
補
佐
の
増
井
三
夫
教
授

が
、
学
園
の
理
事
・
評
議
員
お

よ
び
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短

期
大
学
部
副
学
長
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

【
略
歴
】

上
越
教
育
大
学
教
授
、
副
学
長

等
を
経
て
、
平
成
二
十
三
年
四

月
よ
り
平
成
二
十
四
年
二
月

ま
で
本
学
学
長
補
佐
。
専
門
は

教
育
史
学
。

大
学
・
短
期
大
学
部
副
学
長
に

増
井
三
夫
教
授
が
就
任

デ
ザ
イ
ン
・
イ
ン
テ
リ
ア
卒
業
制
作

発
表
会
を
実
施

総
合
文
化
学
科
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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年

に
な
り
ま
す
。
そ
の
影
響
や
所

長
の
交
代
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
運
営
委
員
の
先
生
方
、

講
演
・
発
表
を
引
き
受
け
て
く

だ
さ
っ
た
先
生
方
の
お
か
げ
で
、

ほ
ぼ
予
定
通
り
の
活
動
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
、御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
度
よ
り
改
め
た
点
の

一
つ
は
、
運
営
委
員
会
の
中
に

企
画
委
員
会
を
設
け
、
そ
こ
で

プ
ラ
ン
を
練
っ
て
運
営
委
員

会
に
諮
る
と
い
う
方
式
を
採

っ
た
こ
と
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
活
動
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、

「
論
叢（
ろ
ん
そ
う
）」
の
レ
ベ

ル
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め

の
方
法
を
検
討
し
、
手
始
め
に

試
読
を
行
っ
た
こ
と
で
す
。

「
論
叢
」
は
、
運
営
委
員
お
よ

び
講
演
や
研
究
発
表
を
お
願

い
し
た
先
生
方
に
執
筆
を
お

願
い
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
、

査
読
制
度
は
馴
染
ま
な
い
と

い
う
考
え
方
が
採
ら

れ
て
き
ま
し
た
が
、

試
読
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
で
問
題

点
も
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
そ
れ

を
今
後
の
改
善
に
つ
な
げ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

講
演
会
は
、七
月
、十
月
、十

一
月
と
、
今
年
の
二
月
、
三
月

に
、
計
五
回
開
催
、
研
究
発
表

会
も
、
六
月
、
七
月
、
十
月
、

十
二
月
に
計
五
回
開
催
で
き

ま
し
た
。
ま
た
、一
月
〜
三
月

に
は
名
誉
教
授
の
藤
井
繁
先

生
、
英
米
文
化
学
科
教
授
の
深

沢
俊
雄
先
生
ほ
か
七
名
の
先

生
方
に
研
究
発
表
と
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
本
語
教
育
で
は
、

文
化
庁
委
託
事
業
が
順
調
に

進
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
も
一

層
充
実
し
た
活
動
を
計
画
し

て
い
ま
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。

研
究
所
リ
レ
ー
連
載

聖
徳
大
学
言
語
文
化
研
究
所
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語
は
発
音
よ
り
中
身
が

大
事
、
と
話
す
人
が
よ
く

い
ま
す
。
で
も
、
本
当
に
そ
れ

で
い
い
ん
で
し
ょ
う
か
。

発
音
よ
り
も
中
身
が
大
事

と
は
、
中
身
さ
え
あ
れ
ば

発
音
な
ん
て
下
手
で
い

い
、
と
い
う
こ
と
。
さ
ら

に
翻
訳
す
る
と
、「
俺
の

言
う
こ
と
は
す
ご
い
ん
だ

ぞ
。
だ
か
ら
分
か
れ
。
分

か
ら
な
い
な
ら
お
前
が
悪

い
」
と
い
う
こ
と
。
相
手

を
見
下
し
て
い
る
ん
で
す
。

◆
ち
ょ
っ
と
翻
訳
し
す
ぎ
じ
ゃ

な
い
の
か
、
と
思
い
ま
す
か
。

で
は
、
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
目
の
前
に
、
身
内
の
か
わ

い
い
幼
児
が
い
ま
す
。
お
子
さ

ん
と
か
お
孫
さ
ん
と
か
で
す

ね
。
そ
の
子
に
何
か
を
話
す
と

き
、
皆
さ
ん
は
ど
ん
な
表
現
の

仕
方
を
し
ま
す
か
。
大
人
に
話

す
よ
う
に
話
し
て
、「
俺
は
中
身

の
あ
る
話
を
し
た
。
分
か
ら
な

い
の
は
お
前
が
悪
い
」
と
言
い

ま
す
か
。

◆
い
や
、
あ
な
た
な
ら
分
か
り

や
す
く
話
し
ま
す
よ
ね
。
ゆ
っ

く
り
は
っ
き
り
、
易
し
い
表
現

を
使
っ
た
り
し
て
。
で
も
、
な

ぜ
。
そ
う
、
大
切
な
そ
の
子
に

分
か
っ
て
ほ
し
い
か
ら
。

◆
外
国
語
を
話
す
と
い
う
こ
と

は
、
知
ら
な
い
人
と
知
り

合
い
、
通
じ
合
う
こ
と
。

彼
ら
は
異
質
な
文
化
や
価

値
観
を
持
つ
人
々
。
そ
の

人
た
ち
を
大
切
に
思
い
、

敬
意
を
払
う
な
ら
、「
分

か
ら
な
い
お
前
が
悪
い
」

な
ん
て
考
え
方
は
で
き
な

い
は
ず
。
英
語
の
発
音
を

大
切
に
す
る
と
い
う
の

は
、
結
局
は
、
世
界
の
人
々
を

大
切
に
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
す
。

（
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
教

授
／
専
門
分
野
は
英
語
音
声
学
）
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小
川
直
樹

英
語
の
発
音
っ
て
大
事
な
の
？
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■
附
属
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、千
葉
県
立
保
健
医
療
大

学
、早
稲
田
大
学
、慶
應
義
塾

大
学
、上
智
大
学
、東
京
理
科

大
学
、学
習
院
大
学
、明
治
大

学
、青
山
学
院
大
学
、立
教
大

学
、中
央
大
学
、法
政
大
学
、

成
蹊
大
学
、獨
協
大
学
、國
學

院
大
学
、日
本
大
学
、東
洋
大

学
、駒
澤
大
学
、東
京
女
子
大

学
、日
本
女
子
大
学
、共
立
女

子
大
学
、国
立
音
楽
大
学
、東

京
音
楽
大
学
、フ
ェ
リ
ス
女
学

院
大
学
、桐
朋
学
園
大
学
、洗

足
学
園
音
楽
大
学
、昭
和
音
楽

大
学
、桜
美
林
大
学
、神
田
外

語
大
学
、杏
林
大
学
、国
士
舘

大
学
、埼
玉
学
園
大
学
、順
天

堂
大
学
、大
正
大
学
、宝
塚
大

学
、玉
川
大
学
、千
葉
工
業
大

学
、帝
京
大
学
、帝
京
平
成
大

学
、東
海
大
学
、東
京
工
科
大

学
、東
京
造
形
大
学
、東
京
電

機
大
学
、東
京
農
業
大
学
、東

京
未
来
大
学
、文
化
学
園
大
学
、

文
教
大
学
、文
京
学
院
大
学
、

目
白
大
学
、ヤ
マ
ザ
キ
学
園
大

学
、立
正
大
学
、流
通
経
済
大

学
、麗
澤
大
学
、跡
見
学
園
女

子
大
学
、大
妻
女
子
大
学
、川

村
学
園
女
子
大
学
、京
都
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
大
学
、実
践
女
子
大

学
、十
文
字
学
園
女
子
大
学
、

昭
和
女
子
大
学
、女
子
美
術
大

学
、白
百
合
女
子
大
学
、聖
心

女
子
大
学
、清
泉
女
子
大
学
、

東
京
女
子
体
育
大
学
、上
武
大

学
、東
京
有
明
医
療
大
学
、東

京
医
療
保
健
大
学
、日
本
赤
十

字
看
護
大
学
、青
山
学
院
女
子

短
期
大
学
、大
妻
女
子
大
学
短

期
大
学
部
、東
京
女
子
体
育
短

期
大
学
、日
本
体
育
大
学
女
子

短
期
大
学
部
、目
白
大
学
短
期

大
学
部
、昭
和
音
楽
大
学
短
期

大
学
部
、帝
京
平
成
看
護
短
期

大
学

■
取
手
聖
徳
女
子
高
等
学
校

聖
徳
大
学
、聖
徳
大
学
短
期
大

学
部
、筑
波
大
学
、東
京
藝
術

大
学
、千
葉
大
学
、茨
城
大
学
、

富
山
大
学
、高
知
大
学
、茨
城

県
立
医
療
大
学
、愛
知
県
立
芸

術
大
学
、沖
縄
県
立
芸
術
大
学
、

上
智
大
学
、法
政
大
学
、東
京

理
科
大
学
、日
本
女
子
大
学
、

北
里
大
学
、駒
澤
大
学
、
成
城

大
学
、桐
朋
学
園
大
学
、
東
邦

大
学
、武
蔵
大
学
、明
治
学
院

大
学
、上
野
学
園
音
楽
大
学
、

大
妻
女
子
大
学
、神
戸
海
星
女

子
学
院
大
学
、国
士
舘
大
学
、

女
子
栄
養
大
学
、洗
足
学
園
音

楽
大
学
、玉
川
大
学
、鶴
見
大

学
、帝
京
科
学
大
学
、帝
京
平

成
大
学
、デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ

ド
大
学
、東
海
大
学
、東
京
音

楽
大
学
、東
京
工
科
大
学
、東

京
女
子
体
育
大
学
、日
本
保
健

医
療
大
学
、梅
花
女
子
大
学
、

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
、文
教

大
学
、武
蔵
野
音
楽
大
学
、目

白
大
学
、了
徳
寺
大
学
、共
立

女
子
短
期
大
学
、帝
京
平
成
看

護
短
期
大
学

■
附
属
小
学
校

●
男
子

足
立
学
園
中
学
校
、郁
文
館
中

学
校
、市
川
中
学
校
、江
戸
川

学
園
取
手
中
学
校
、開
智
中
学

校
、か
え
つ
有
明
中
学
校
、春

日
部
共
栄
中
学
校
、共
栄
学
園

中
学
校
、暁
星
国
際
中
学
校
、

京
華
中
学
校
、攻
玉
社
中
学
校
、

栄
東
中
学
校
、芝
中
学
校
、渋

谷
教
育
学
園
渋
谷
中
学
校
、渋

谷
教
育
学
園
幕
張
中
学
校
、常

総
学
院
中
学
校
、昭
和
学
院
中

学
校
、城
北
中
学
校
、聖
学
院

中
学
校
、西
武
学
園
文
理
中
学

校
、専
修
大
学
松
戸
中
学
校
、

高
輪
中
学
校
、千
葉
日
本
大
学

第
一
中
学
校
、土
浦
日
本
大
学

中
等
教
育
学
校
、東
海
大
学
付

属
浦
安
高
等
学
校
中
等
部
、東

邦
音
楽
大
学
附
属
東
邦
中
学

校
、東
邦
大
学
付
属
東
邦
中
学

校
、土
佐
塾
中
学
校
、獨
協
埼

玉
中
学
校
、広
尾
学
園
中
学
校
、

法
政
大
学
中
学
校
、本
郷
中
学

校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、明
治

学
院
中
学
校
、明
治
大
学
付
属

中
野
中
学
校
、安
田
学
園
中
学

校
、立
教
新
座
中
学
校
、麗
澤

中
学
校
、早
稲
田
中
学
校

●
女
子

聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
、

聖
徳
大
学
附
属
取
手
聖
徳
女

子
中
学
校
、跡
見
学
園
中
学
校
、

市
川
中
学
校
、浦
和
明
の
星
女

子
中
学
校
、浦
和
実
業
学
園
中

学
校
、江
戸
川
学
園
取
手
中
学

校
、桜
蔭
中
学
校
、大
妻
中
学
校
、

開
智
未
来
中
学
校
、春
日
部
共

栄
中
学
校
、北
豊
島
中
学
校
、共

立
女
子
中
学
校
、国
府
台
女
子

学
院
中
学
校
、札
幌
聖
心
女
子

学
院
中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園

渋
谷
中
学
校
、渋
谷
教
育
学
園

幕
張
中
学
校
、秀
明
中
学
校
、淑

徳
与
野
中
学
校
、常
総
学
院
中

学
校
、専
修
大
学
松
戸
中
学
校
、

千
葉
県
立
千
葉
中
学
校
、土
浦

日
本
大
学
中
等
教
育
学
校
、東

海
大
学
付
属
浦
安
高
等
学
校
中

等
部
、東
邦
大
学
付
属
東
邦
中

学
校
、豊
島
岡
女
子
学
園
中
学

校
、獨
協
埼
玉
中
学
校
、日
本
大

学
第
一
中
学
校
、函
館
白
百
合

学
園
中
学
校
、日
出
学
園
中
学

校
、雙
葉
中
学
校
、普
蓮
土
学
園

中
学
校
、茗
溪
学
園
中
学
校
、麗

澤
中
学
校
、早
稲
田
佐
賀
中
学

校
、和
洋
九
段
女
子
中
学
校
、和

洋
国
府
台
女
子
中
学
校

■
附
属
幼
稚
園
・
附
属
第
二
幼

稚
園
・
附
属
成
田
幼
稚
園
・
附

属
浦
安
幼
稚
園

聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
、青
山

学
院
初
等
部
、ぐ
ん
ま
国
際
ア

カ
デ
ミ
ー
初
等
部
、国
府
台
女

子
学
院
小
学
部
、昭
和
学
院
小

学
校
、成
城
学
園
初
等
学
校
、

千
葉
日
本
大
学
第
一
小
学
校
、

成
田
高
等
学
校
付
属
小
学
校
、

日
本
女
子
大
学
附
属
豊
明
小

学
校

■
三
田
幼
稚
園
・
八
王
子
中
央

幼
稚
園
・
多
摩
中
央
幼
稚
園

追
手
門
学
院
小
学
校
、川
村
小

学
校
、学
習
院
初
等
科
、啓
明

学
園
初
等
学
校
、昭
和
女
子
大

学
附
属
昭
和
小
学
校
、菅
生
学

園
初
等
学
校
、聖
心
女
子
学
院

初
等
科
、成
城
学
園
初
等
学
校
、

星
美
学
園
小
学
校
、聖
ヨ
ゼ
フ

学
園
小
学
校
、筑
波
大
学
附
属

小
学
校
、東
京
女
学
館
小
学
校
、

東
京
創
価
小
学
校
、明
星
小
学

校
、目
黒
星
美
学
園
小
学
校
、

森
村
学
園
初
等
部

四
月
か
ら
本
学
園
の
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
学
び
舎
で
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。
聖
徳
大
学
・
聖
徳
大
学
短
期
大
学
部
・
聖
徳
大
学
附
属
女
子
中
学
校
・
聖
徳

大
学
附
属
取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
聖
徳
大
学
附
属
小
学
校
を
は
じ
め
、多
く
の
大
学
・

短
大
・
中
学
校
・
小
学
校
に
合
格
し
て
お
り
ま
す
。

合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
合
格
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

平
成
二
十
三
年
度

本研究所が主催する講演会や研究発表会
の情報を掲載！ぜひご覧ください。

言
語
文
化
研
究
所
、こ
の
一
年

英

発音辞典を持つ小川教授
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二
月
二
十
五
日（
土
）、

大
学
一
号
館
に
お
い
て
、

「
非
行
の
心
理
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本

学
心
理
学
科
が
、
平
成
二

十
年
度
に
文
部
科
学
省

「
私
立
大
学
戦
略
的
研
究

基
盤
形
成
支
援
事
業
」
に

選
定
さ
れ
た
「
自
己
制
御

規
範
意
識
研
究
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト（
五
年
間
／
研
究

代
表
者
・
岡
堂
哲
雄
心

理
学
科
長
）の
研
究
成
果
の
一

部
を
公
開
す
る
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
心
理
学
科
の
山
岡
重

行
専
任
講
師
よ
り
、
本
研
究
の
基

本
的
な
概
念
で
あ
る
「
三
次
元

自
己
制
御
モ
デ
ル
」
か
ら
の
非

行
理
解
に
つ
い
て
の
話
、
続
い

て
千
葉
少
年
鑑
別
所
の
小
山
和

己
所
長
よ
り
、
最
近
の
非
行
行

動
に
つ
い
て
統
計
的
資
料
に

基
づ
い
た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
、
児
童
学
科
の
家
近
早

苗
准
教
授
よ
り
、
児
童
自
立
支

援
施
設
で
の
経
験
か
ら
発
達

障
害
と
非
行
に
つ
い
て
、
最

後
に
聖
徳
大
学
心
理
教
育
相

談
所
の
富
島
大
樹
研
究
員
よ

り
、
地
域
の
相
談
所
や
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
お
け
る
非
行
問
題
の

関
係
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
指
定
討
論
者
を
務

め
た
心
理
学
科
の
長
田
由
紀

子
教
授
に
よ
り
、
会
場
の
参
加

者
も
含
め
て
の
活
発
な
討
論
が

行
わ
れ
、
本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
定
の
成
果
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
今
後
も
教
育
・
臨
床

現
場
に
も
役
立
つ
よ
う
、
さ
ら

に
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

左より家近准教授、小山所長、山岡講師

ア
メ
リ
カ
の
公
認
栄
養
士

か
ら
学
ん
だ
こ
と

海外研修報告

人
間
栄
養
学
部
人
間
栄
養
学
科
２
年

廖
リ
ョ
ウ

淳
如

ジ
ュ
ン
ニ
ョ

さ
ん

二
月
十
九
日（
日
）か
ら
二
十

八
日（
火
）の
期
間
、
八
泊
十
日

の
海
外
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。

入
学
当
時
、
日
本
の
管
理
栄
養

士
と
ア
メ
リ
カ
の
公
認
栄
養

士（
Ｒ
Ｄ
）の
違
い
に
つ
い
て

先
生
か
ら
多
く
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
今
回
の
海
外
研

修
で
Ｒ
Ｄ
に
つ
い
て
深
く
勉

強
で
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

Ｒ
Ｄ
は
四
年
制
大
学
を
卒
業

し
て
、
社
会
経
験
を
し
て
か
ら

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
受
け
、

Ｒ
Ｄ
の
免
許
の
受
験
資
格
を

取
り
、
国
家
試
験
で
Ｒ
Ｄ
の
資

格
を
取
得
し
ま
す
。

今
回
の
研
修
で
は
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
と
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
普

段
見
ら
れ
な
い
施
設
の
裏
側
も

見
学
で
き
て
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
女

子
大
学
の
学
食
、
病
院
、
老
人

ホ
ー
ム
の
給
食
な
ど
を
見
学

し
、
日
本
の
施
設
と
比
べ
る
こ

と
に
よ
り
、
自
分
の
視
野
が
さ

ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

給
食
シ
ス
テ
ム
に
所
属
す
る

Ｒ
Ｄ
や
総
責
任
者
か
ら
、
栄
養

と
環
境
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
、

フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
を
注
意
し

な
が
ら
、
食
材
の
入
荷
を
進
め

て
い
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
二
名
の
Ｒ
Ｄ
の
先

生
の
講
演
で
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト

フ
ー
ド
の
拡
大
、
砂
糖
の
多
量

摂
取
、
運
動
不
足
に
よ
っ
て
、

学
童
、
成
人
の
肥
満
が
急
激
的

に
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。

こ
の
研
修
で
ア
メ
リ
カ
の
公

認
栄
養
士
に
つ
い
て
深
く
勉
強

で
き
、
た
く
さ
ん
の
見
学
も
で

き
、
本
当
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。

卒
業
後
、
今
回
の
経
験
を
生
か

し
て
立
派
な
管
理
栄
養
士
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

サンフランシスコの夜景見学にて

日時　　　 演　 目

17
10
17
22
30
1
11
13
27
14
25
28
1
3
19
22
7
16
19
4
11
9
12
15
17

日（火）

日（木）

日（木）

日（火）

日（水）

日（金）

日（月）

日（水）

日（水）

日（金）

日（火）

日（金）

日（月）

日（水）

日（金）

日（月）

日（水）

日（金）

日（月）

日（火）

日（火）

日（水）

日（土）

日（火）

日（木）

18：15

18：15

16：00

18：15

18：15

18：15

18：15

16：00

18：15

18：15

18：15

18：15

18：15

18：15

18：15

18：15

16：00

18：15

18：15

16：00

18：15

18：15

4
5

6

9

10

11

12

1

月

月

月

月

月

月

月

月

聖徳学園「入門コンサート」①・②

第43回 聖徳学園「文楽鑑賞会」

鼓童

ウィーン少年合唱団

聖徳学園「歓迎オルガンコンサート」①・②

フランクフルト放送交響楽団

京劇『西遊記』

第29回 聖徳学園「歌舞伎鑑賞会」

G・Rockets ダンスパフォーマンス

伝えたい歌・残したい歌

第39回 聖徳学園「能楽鑑賞会」

エリックミヤシロ EM・BAND

ウィーンの森Ｂuｈｎｅバーデン市劇場オペラ『トスカ』

第33回 聖徳学園「落語鑑賞会」

第9回 聖徳オペラ『フィガロの結婚』

石川 直 ＆ ボストンブラス

バンベルク交響楽団

キエフ国立交響楽団

ウィーンフィルハーモニア・ピアノトリオ

NYハーレムシンガーズ

第29回 聖徳学園「第九の夕べ」

聖徳学園「送別オルガンコンサート」①・②

山本正人記念第29回 聖徳学園「吹奏楽の夕べ」

キエフバレエ『白鳥の湖』

ウィンナーワルツオーケストラ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

H25年

:
※コンサート演目等、変更することがあります。

●聖徳大学附属幼稚園

●聖徳大学附属第二幼稚園

●聖徳大学附属成田幼稚園

●聖徳大学附属浦安幼稚園

●聖徳学園三田幼稚園

●聖徳学園八王子中央幼稚園

●聖徳学園多摩中央幼稚園

かをり会
菊水会
すなお会
知水会
なごみ会
わかば会
和香竹会

s5月26日（土）

s6月09日（土）

s6月16日（土）

s5月26日（土）

s5月19日（土）

s6月02日（土）

s6月16日（土）

●附属小学校秋和会
s4月 同窓会役員会
s5月19日（土） 運動会（卒業生参加種目あり）
s10月28日（日）第26回聖徳祭（卒業生いこいの場あり）

●聖徳学園 聖徳学園菊水会
（同窓会連合会）

s6月16日（土） 第10回評議員会
s8月25日（土） 第3回役員研修会

●大学院・大学・短大 香和会

●附属女子中・高 爽和会
s6月03日（日） 幹事会
s9月30日（日） 聖徳祭フラワーアレンジメント体験講座

s平成25年1月14日（祝・月）聖徳成人式
s平成25年3月05日（火） 爽和会入会式

s未定（詳細は６月１日発行の本誌に掲載予定）

s未定（詳細は６月１日発行の本誌に掲載予定）

同窓会年間行事予定表 ― ぜひご参加ください ―

●大学院通信・大学通信・短大通信

聖和会
s4月 役員会
s7月 総会

●専門学校 ひじり会
s8月26日（日） 第31回リズム講習会

※他に年4回、幹事会を開催

●取手聖徳女子中・高聖朋会

今年度も各同窓会が行われます。
詳細については各同窓会からご案内申し上げます。

平成24年度シリーズコンサート公演日程

15：30①
18：15②

1６：００①
18：1５②

1６：００①
18：1５②

心
理
学
科
で
「
非
行
の
心
理
」

を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
開
催

「聖徳学園シリーズコンサート」は、学生、生徒、
児童の情操教育活動の一環として世界的に著名な
オーケストラ、演奏家によるコンサート、オペラ、
バレエ、日本の伝統芸能等幅広い分野にわたって、
実物に接して心の教育を実践するという本学園の
特長的な教育として、川並香順記念講堂を会場に、
昭和５６年から続けられています。

平
成
二
十
三
年
度
の
聖
徳
学

園
の
卒
業
式
・
卒
園
式
は
、
三
月

四
日（
日
）の
附
属
取
手
聖
徳
女

子
中
学
校
・
高
等
学
校
に
始
ま

り
、
七
日（
水
）の
附
属
女
子
中

学
校
・
高
等
学
校
、
九
日（
金
）・

十
日（
土
）の
大
学
院
・
大
学
・
短
期

大
学
部
、
十
二
日（
月
）の
附
属

小
学
校
、
十
四
日（
水
）の
附
属

幼
稚
園
、
十
五
日（
木
）の
附
属

第
二
幼
稚
園
、十
六
日（
金
）の
附

属
浦
安
幼
稚
園
、
十
七
日（
土
）

の
三
田
幼
稚
園
、
附
属
第
三
幼

稚
園
、
十
八
日（
日
）の
幼
児
教

育
専
門
学
校
、十
九
日（
月
）の
多

摩
中
央
幼
稚
園
、
二
十
日（
火
）

の
八
王
子
中
央
幼
稚
園
と
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。

二
千
三
百
二
名
が
聖
徳
を
巣

立
ち
、
今
年
も
聖
徳
の
輪
が
社

会
に
大
き
く
広
が
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度

卒
業
式
・
卒
園
式

大学院・大学・短大

附属女子中高

取手聖徳女子中高

聖徳大学附属幼稚園 聖徳学園三田幼稚園

専門学校
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附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

附
属
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

一
月
二
十
八
日（
土
）、
附
属

女
子
中
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ

び
学
校
敷
地
コ
ー
ス
に
お
い

て
、
平
成
二
十
三
年
度
中
学
校

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
天
候
は
快
晴
で
絶
好
の

ス
ポ
ー
ツ
日
和
で
し
た
。
開
会

式
で
は
川
並
芳
純
校
長
の
励

ま
し
の
挨
拶
を
受
け
、
本
校
中

学
生
二
百
七
十
九
名
が
冬
空

の
下
、
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
の

距
離
を
さ
っ
そ
う
と
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

先
日
の
雪
の
影
響
も
あ
っ

て
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
凍
り
つ
き
、

そ
の
後
の
暖
か
さ
で
凍
っ
た

土
が
溶
け
て
緩
ん
だ
状
態
と

な
り
、
す
べ
っ
て
走
り
に
く
い

状
況
で
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ

ー
ト
し
た
す
べ
て
の
生
徒
が

見
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

優
勝
は
一
年
生
の
栗
原
千
恵

さ
ん
、
二
位
は
三
年
生
の
中
村

明
日
美
さ
ん
、
三
位
は
二
年
生

の
岡
川
穂
乃
佳
さ
ん
で
し
た
。

毎
年
、
記
録
更
新
を
目
指
し
て

秋
か
ら
練
習
を
積
ん
で
本
番

に
臨
み
ま
す
。
今
年
は
新
記
録

に
は
わ
ず
か
に
及
び
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
生
徒
の
は
つ
ら
つ
と

し
た
笑
顔
に
満
ち
た
マ
ラ
ソ

ン
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
四
日

（
土
）に
、
本
校

第
一
体
育
室
に

て
第
二
十
六
回

体
育
ス
ポ
ー
ツ

実
技
発
表
会
を

開
催
し
ま
し

た
。
発
表
会
当

日
は
、
ご
来
賓
、

保
護
者
、
体
育

科
卒
業
生
な
ど

二
百
名
を
超
え

る
方
々
が
来
校

さ
れ
、
声
援
を

送
っ
て
く
だ
さ

り
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
最
初
は
フ
ロ
ア

で
の
発
表
、
二
番
目
か
ら
は
ス

テ
ー
ジ
で
の
発
表
と
い
う
構

成
を
試
み
ま
し
た
。
発
表
は
全

部
で
六
作
品
で
、
最
初
に
新
体

操
部
員
が
個
人
演
技
、
徒
手
演

技
、
集
団
演
技
を
フ
ロ
ア
で
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
校

三
年
生
が
ス
テ
ー
ジ
で
組
体

操
を
発
表
し
、
次
に
ダ
ン
ス
部

員
が
ソ
ロ
二
つ
、デ
ュ
エ
ッ
ト
、

団
体
の
計
四
つ
を
発
表
し
ま

し
た
。

高
校
二
年
生
は
伝
統
の
竹

と
扇
を
使
っ
た
ダ
ン
ス
「
挑

む
」、
高
校
三
年
生
は
ダ
ン
ス

「
非
常
口
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

非
常
口
マ
ー
ク
と
、
非
常
事

態
を
避
難
誘
導
マ
ー
ク
か
ら

抜
け
出
た
イ
メ
ー
ジ
で
、
創

作
ダ
ン
ス
を
表
現
し
ま
し
た
。

ラ
ス
ト
は
、
同
じ
く
高
校
三

年
生
に
よ
る
「
グ
ラ
ン
ド
フ

ィ
ナ
ー
レ
」
で
、
ダ
ン
シ
ン
グ

ク
ィ
ー
ン
の
曲
に
合
わ
せ
て

踊
り
、
有
終
の
美
を
飾
り
ま

し
た
。

高校2年生によるダンス「挑む」

上位争いをする生徒たち

「
第
二
十
六
回

体
育
ス
ポ
ー
ツ
実
技
発
表
会
」

開
催

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
を
快
走
！

平
成
二
十
三
年
度

中
学
校
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

二
月
二
日（
木
）、
千
葉
県
文

化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
六
回
千
葉
県
私
学
吹
奏
楽

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
千
葉
県
内
私
立
中
学
校
、

高
等
学
校
二
十
二
校
が
参
加

し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
部
門（
四
校
）と

コ
ン
テ
ス
ト
部
門（
十
八
校
）

に
分
か
れ
て
お
り
、
本
校
は
コ

ン
テ
ス
ト
部
門
に
出
場
し
ま

し
た
。

演
奏
曲
目
は
、
交
響
組
曲

「
も
の
の
け
姫
」（
久
石
譲
作
曲
、

森
田
一
浩
編
曲
）よ
り
、「
シ
シ

神
の
森
、
黄
泉
の
世
界
」
で
し

た
。結
果
は
前
回
に
引
き
続
き
、

第
一
位
の
金
賞
で
し
た
。
本
校

吹
奏
楽
部
に
と
っ
て
は
一
月

の
東
関
東
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ

ン
テ
ス
ト（
千
葉
県
代
表
出
場
）

に
続
き
、
よ
い
結
果
を
残
す
こ

と
が
で
き
、
大
き
な
自
信
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成
十
九
年

二
月
に
第
一
回
が
聖
徳
大
学

川
並
香
順
記
念
講
堂
で
開
催

さ
れ
、
本
校
は
学
校
行
事
で
出

場
で
き
な
か
っ
た
第
四
回
大

会
を
除
き
、
こ
れ
ま
で
す
べ
て

金
賞
を
連
続
受
賞
し
て
い
ま

す
。今

年
度
も
演
奏
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
終
了
し
た
後
、
参
加
者
全

員
で
「
旅
立
ち
の
日
に
」
を
合

唱
し
ま
し
た
。ピ
ア
ノ
伴
奏
は
、

今
回
も
高
校
三
年
の
佐
々
木

麻
優
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。

吹
奏
楽
部
は
、
次
年
度
も
立
派

な
演
奏
が
で
き
る
よ
う
、
こ
れ

か
ら
も
練
習
に
励
ん
で
い
き

ま
す
。

附
属
女
子
中
高

「
金
賞
」
に
輝
く

第
六
回
千
葉
県
私
学
吹
奏
楽
大
会

「
第
六
十
四
回

県
小
・
中
・
高
校

書
き
初
め
展
」

（
主
催
・
社
団
法

人
書
星
会
、
千

葉
日
報
社
）の
授

賞
式
が
、
二
月

十
二
日（
日
）に

千
葉
県
立
美
術

館
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
葉

県
内
よ
り
十
四

万
四
千
六
百
五

十
八
点
の
出
品

が
あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
附
属
女
子
高

校
が
二
十
七
度
目
と
な
る
最

優
秀
団
体
賞「
千
葉
県
知
事
賞
」

（
高
校
の
部
）を
受
賞
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
個
人
賞
の
部
で

中
学
三
年
の
藤
島
実
奈
子
さ

ん
が
最
高
賞
の
「
千
葉
県
知
事

賞
」、
高
校
二
年
の
水
島
理
沙

さ
ん
が
「
千
葉
日
報
社
長
賞
」、

高
校
一
年
の
八
木
あ
ず
さ
さ

ん
・
東
々
崎
陽
那
さ
ん
・
平
川

夏
美
さ
ん
、
中
学
三
年
の
大
木

彩
歌
さ
ん
が「
千
葉
日
報
社
賞
」

を
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
す
る
と
い

う
快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

二
十
七
度
目
の
最
優
秀
団
体
に
輝
く

第
六
十
四
回
県
小
・
中
・
高
校
書
き
初
め
展

最優秀団体賞の優勝旗と受賞者
（左より、八木さん、藤島さん、大木さん、平川さん、水島さん、東々崎さん）

幼
児
教
育
専
門
学
校

幼
児
教
育
専
門
学
校

二
月
二
十
四
日（
金
）、
高
田

馬
場
で
全
国
保
育
士
養
成
協

議
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

「
第
二
十
五
回
学
生
研
究
発
表

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校

か
ら
あ
わ
せ
て
四
十
二
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
発
表
会
に

は
、
本
校
で
十
二
月
十
一
日

（
日
）に
行
わ
れ
た
第
五
十
五

回
グ
ル
ー
プ
研
究
発
表
会
か

ら
選
出
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
が
、

学
校
代
表
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。

選
ば
れ
た
の
は
、
二
部（
夜

間
部
）三
年
生
の
新
宮
理
香
さ

ん
を
代
表
と
す
る
グ
ル
ー
プ
で
、

「
幼
児
と
メ
デ
ィ
ア
」
と
題
す

る
研
究
を
発
表
し
ま
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
機
器
が
幼
児
教
育
に

お
い
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ

れ
て
い
る
か
を
調
査
す
る
一
方
、

幼
児
教
育
に
お
け
る
有
効
な

活
用
方
法
を
提
言
す
る
と
い

う
意
欲
的
な
内
容
で
し
た
。
メ

ン
バ
ー
全
員
が
議
論
し
、
協
働

し
て
研
究
を
ま
と
め
あ
げ
た

成
果
が
十
分
伝
わ
る
も
の
で

し
た
。

各
学
校
の
発
表
は
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
と
発
達
を
常
に

考
え
て
い
る
保
育
を
学
ぶ
学

生
に
と
っ
て
、
と
て
も
示
唆
に

富
み
、
卒
業
後
に
生
か
す
こ
と

が
で
き
る
内
容
で
し
た
。
こ
こ

で
研
究
し
た
テ
ー
マ
を
こ
れ

か
ら
実
践
の
場
で
さ
ら
に
深

め
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

全
国
保
育
士
養
成
協
議
会

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会

「

第
二
十
五
回

学
生
研
究
発
表
会
」
で

本
校
代
表
が
発
表

保育問題グループの研究発表

4月8日（日）…入学式

9日（月）…前期（1学期）授業開始

14日（土）…聖徳フレンドシップディ

21日（土）…健康診断

5月28日（月）～6月9日（土）…
保育所実習（1部2年生）

【専門学校４月・５月の予定】
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幼
稚
園
短
信

幼
稚
園
短
信

●
二
十
四
年
度
に
入
園
す
る
幼

児
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た

「
も
う
す
ぐ
よ
う
ち
え
ん
」
を
全

三
回
開
催
し
ま
し
た
。
入
園
前

に
幼
稚
園
の
雰
囲
気
に
慣
れ
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
食
事
へ
の

関
心
を
高
め
、
幼
稚
園
生
活
に

期
待
を
持
た
せ
る
こ
と
が
ね
ら

い
で
す
。

第
一
回
目
の
二
月
八
日（
水
）

は
、
先
生
か
ら
自
分
の
名
前
を

呼
ば
れ
る
と
、
元
気
に
「
ハ

イ
！
」
と
手
を
挙
げ
る
幼
児
、

恥
ず
か
し
く
て
モ
ジ
モ
ジ
し
て

い
る
幼
児
が
い
て
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
が
、「
も
う
す
ぐ
皆
さ
ん
は

聖
徳
幼
稚
園
の
子
ど
も
で
す

よ
」
と
話
を
す
る
と
緊
張
が
ほ

ぐ
れ
、
親
子
で
笑
顔
に
な
り
ま

し
た
。

衣
服
の
着
脱
は
、
ま
だ
母
親

任
せ
の
幼
児
が
い
ま
し
た
が
、

手
本
を
示
す
と
自
分
で
や
っ
て

み
よ
う
と
す
る
幼
児
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

二
回
目
は
二
月
十
六
日（
木
）、

十
七
日（
金
）に
分
か
れ
、
お
母

様
の
作
っ
て
く
れ
た
お
弁
当
を

在
園
児（
三
歳
児
）や
友
達
と
一

緒
に
い
た
だ
き
、
箸
の
使
い
方

を
確
認
し
ま
し
た
。
給
食
を
好

き
嫌
い
せ
ず
箸
を
使
っ
て
食
べ

る
在
園
児
の
姿
に
感
心
し
て
、

「
幼
稚
園
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉
さ

ん
は
何
で
も
食
べ
て
偉
い
わ
ね
」

と
我
が
子
に
話
し
か
け
る
お
母

様
が
い
ま
し
た
。

三
回
目
の
二
月
二
十
二
日

（
水
）は
、
回
を
重
ね
る
た
び
園

の
環
境
に
も
慣
れ
、
出
席
カ
ー

ド
の
ス
タ
ン
プ
押
し
や
一
人
で

ト
イ
レ
に
行
く
等
、
自
分
で
で

き
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
、

お
母
様
も
成
長
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。

聖
徳
教
育
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
皆
で
四
月
の
入
園

式
を
元
気
に
迎
え
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

幼稚園のお兄さん・お姉さんと一緒にお母様の手作り弁当をいただきました

附

属

小

学

校

附

属

小

学

校三
月
十
二
日

（
月
）、
第
二
十
四

回
卒
業
証
書
授
与

式
が
あ
り
、
小
学

校
六
年
間
を
過
ご

し
て
き
た
八
十
一

名
の
児
童
が
巣
立

ち
ま
し
た
。

当
日
は
在
校
生

や
保
護
者
、
約
三

百
人
が
出
席
し
、

川
並
弘
純
学
園
長

を
は
じ
め
、
多
く

の
来
賓
の
方
々
か

ら
激
励
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
証

書
授
与
で
は
、
各

ク
ラ
ス
の
担
任
が

卒
業
生
の
名
前
を

一
人
ひ
と
り
読
み

上
げ
、
卒
業
生
は

松
山
武
士
校
長
か

ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

受
け
取
っ
た
卒
業
生
の
表

情
か
ら
は
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
が

ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
り
、
そ
の
瞳

は
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
を
期
待

し
な
が
ら
、
卒
業
生
の
巣
立
ち

を
祝
う
式
と
な
り
ま
し
た
。

松山校長より卒業証書を授与される児童

も
う
す
ぐよ

う
ち
え
ん

聖
徳
大
学
附
属
幼
稚
園

桜
の
花
が
き
れ
い
に
咲
く
四

月
、
幼
稚
園
で
は
入
園
・
進
級
式

が
行
わ
れ
ま
す（
今
年
は
七
日

（
土
）に
行
わ
れ
ま
す
）。
新
入
園

児
た
ち
は
、
新
し
い
制
服
に
身

を
包
み
、
保
護
者
の
方
に
手
を

引
か
れ
、
緊
張
の
表
情
で
登
園

し
て
き
ま
す
。
中
に
は
、
保
護

者
の
方
か
ら
離
れ
ら
れ
な
か
っ

た
り
、
新
し
い
環
境
に
戸
惑
っ

た
り
し
て
涙
を
流
す
姿
も
見
ら

れ
ま
す
。

進
級
園
児
は
、
一
人
ひ
と
り

が
進
級
し
た
こ
と
を
喜
び
、
お

兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
の
表
情
で
登

園
し
、
新
し
い
ク
ラ
ス
の
お
友

達
と
う
れ
し
そ
う
に
お
し
ゃ
べ

り
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

学
園
長
先
生
、
園
長
先
生
の
話

を
と
て
も
真
剣
に
聞
き
、
大
き

な
声
で
返
事
を
す
る
姿
に
、
一
、

二
年
間
の
園
生
活
で
の
成
長
、

集
団
生
活
の
大
切
さ
を
感
じ
る

瞬
間
で
す
。

そ
し
て
、
先
生
と
の
手
遊
び

で
は
、
緊
張
し
て
い
た
新
入
園

児
か
ら
も
笑
顔
が
見
ら
れ
、
元

気
よ
く
歌
を
歌
い
な
が
ら
楽
し

む
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。
保
育
室

に
戻
る
と
、
新
し
い
担
任
の
先

生
か
ら
話
を
聞
い
た
り
、
お
土

産
を
い
た
だ
い
た
り
し
て
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

降
園
時
に
は
、
全
員
が
翌
日

か
ら
始
ま
る
園
生
活
に
期
待
を

持
っ
て
満
面
の
笑
み
で
、「
さ
よ

う
な
ら
」「
ま
た
明
日
」
と
言
っ

て
帰
り
ま
す
。
園
児
た
ち
に
と

っ
て
期
待
い
っ
ぱ
い
の
入
園
・

進
級
式
で
す
。

幼
稚
園
生
活
の
始
ま
り

入
園
・
進
級
式

聖
徳
学
園
八
王
子
中
央
幼
稚
園

なかよく手遊びをする新入園児

二
月
十
八
日（
土
）、
多
く
の

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え

し
、「
児
童
保
育
学
習
発
表
会
」

が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
手

遊
び
、
体
操
遊
び
、
人
形
劇
、
創

作
ダ
ン
ス
と
多
彩
で
、
各
学
年

と
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
と

な
り
ま
し
た
。
発
表
会
最
大
の

特
色
は
、「
手
作
り
に
こ
だ
わ
る
」

点
に
あ
り
ま
す
。
発
表
演
目
や

演
技
中
に
使
用
す
る
曲
の
選

定
、
衣
装
の
制
作
に
至
る
ま
で
、

生
徒
が
意
見
を
出
し
合
い
、
自

主
的
に
活
動
し
、
発
表
会
を
作

り
あ
げ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て

得
た
経
験
や
自
信
は
、
保
育
を

志
す
者
に
と
っ
て
大
き
な
財
産

と
な
り
ま
す
。

ま
た
終
了
後
に
は
、
小
道
具

の
制
作
や
演
じ
方
等
に
つ
い

て
、
現
場
の
先
生
方
か
ら
貴
重

な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
今
後
に
生
か

し
、
児
童
保
育
進
学
コ
ー
ス
は

さ
ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

人形劇「桃太郎」

体操遊び

八
十
一
名
巣
立
つ

附
属
小
学
校
卒
業
式

取
手
聖
徳
女
子
中
学
校
・
高
等
学
校

保
育
学
習
の
集
大
成

「
児
童
保
育
学
習
発
表
会
」

普
通
科
・
児
童
保
育
進
学
コ
ー
ス

「不思議の国のアリス」展

『聖徳博物館』では「不思議の国

のアリス」展を開催しています。

本学所蔵の「不思議の国のアリス」

「鏡の国のアリス」の初版本や、

「鏡の国のアリス」の印刷で実際に

使われた活版、挿絵の場面を再現

したセットなどを展示しています。

【会期】好評開催中 ～ 5月12日（土）
午前9時～午後5時（休館：日曜・祝日と学事日程による休業日）

【会場】聖徳大学１号館８階・聖徳博物館

【お問い合わせ】 聖徳大学川並弘昭記念図書館　Tel：047-365-1111（大代）

ルイス・キャロル生誕１８０年記念
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毎
年
三
月
の
初
め
に
は
「
ひ

な
祭
り
会
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

「
う
れ
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」
の
歌

を
歌
っ
た
り
、
お
ひ
な
様
に
つ

い
て
の
話
を
聞
い
た
り
、
紙
芝

居
を
見
た
り
、
実
際
に
先
生
た

ち
が
お
ひ
な
様
と
お
内
裏
様
に

な
っ
て
登
場
し
た
り
楽
し
ん
で

い
ま
す（
今
年
は
、
三
月
二
日

（
金
）に
行
わ
れ
ま
し
た
）。

幼
稚
園
で
は
、
お
ひ
な
様
の

制
作
も
行
っ
て
い
ま
す
。
実
際

に
幼
稚
園
に
飾
っ
て
あ
る
お
ひ

な
様
と
お
内
裏
様
を
見
な
が
ら

顔
を
描
き
、
扇
子
や
尺
の
位
置

を
見
な
が
ら
作
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
お
ひ
な
様
が
幼
稚
園

に
飾
ら
れ
る
と
園
児
た
ち
は
興

味
津
々
で
、
登
園
時
に
必
ず
お

ひ
な
様
の
前
に
人
だ
か
り
が
で

き
ま
す
。
特
に
女
の
子
は
、「
お

家
に
も
ひ
な
人
形
飾
っ
た
よ
」

「
私
の
お
家
は
ま
だ
出
し
て
い

な
い
か
ら
お
母
さ
ん
に
早
く
出

し
て
も
ら
わ

な
き
ゃ
」
と

喜
ん
で
い
ま

す
。家

庭
で
は

あ
ま
り
飾
ら

れ
な
く
な
っ

た
大
き
な
七

段
飾
り
の
ひ

な
人
形
を
幼

稚
園
で
見

て
、
ひ
な
人

形
の
由
来
も

聞
く
こ
と

で
、
日
本
の

伝
統
行
事
を

と
て
も
身
近

に
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
女
の
子

の
健
や
か
な
成
長
を
祈
る
節
句

で
す
。
こ
の
一
年
共
に
過
ご
し

て
き
た
園
児
た
ち
の
成
長
を
改

め
て
感
じ
る
行
事
で
す
。

幼
稚
園
で
は
、
入
園
・
進
級

し
ク
ラ
ス
に
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
に
、
新
し
い
ク
ラ
ス
の
友
達

や
保
護
者
同
士
、
ま
た
親
子
の

親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
親
子
親
睦
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す（
今
年
は
四
月

二
十
日（
金
）に
行
い
ま
す
）。

年
少
児
は
、
入
園
し
た
ば
か

り
で
、
園
生
活
に
も
少
し
ず
つ

慣
れ
て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
保
護
者
の
方
の
そ
ば
に
い
る

こ
と
で
安
心
を
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
で
す
。
保
護
者
の
方
と

一
緒
に
「
む
っ
く
り
く
ま
さ
ん
」

と
い
う
集
団
遊
び
を
し
ま
す
。

年
中
児
は
、
新
し
い
ク
ラ
ス

や
友
達
に
も
慣
れ
始
め
、
当
日

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
遊
ぶ

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
「
森
の
小
道
」
と
い
う
集
団
遊

び
を
し
ま
す
。

年
長
児

は
、
新
し
い

ク
ラ
ス
に
も

慣
れ
、
保
護

者
の
方
と
遊

べ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
登

園
し
ま
す
。

親
子
で
人
数

集
め
ゲ
ー
ム

や
ル
ー
ル
の

あ
る
遊
び
を

し
ま
す
。

新
入
園
児

の
保
護
者
に

と
っ
て
は
、

子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊

び
、
一
日
を

過
ご
す
こ
と

で
、
幼
稚
園

で
の
生
活
を

経
験
し
て
い
た
だ
く
よ
い
機

会
と
な
り
ま
す
。

節
分
の
二
月
三
日（
金
）、
朝

登
園
時
に
「
今
日
、
豆
ま
き
す

る
日
だ
よ
ね
」「
鬼
、
来
る
？
」

と
聞
い
て
く
る
園
児
が
何
人
も

い
ま
し
た
。
豆
ま
き
を
楽
し
み

に
し
て
い
る
反
面
、
鬼
を

怖
が
っ
て
い
る
様
子
も

う
か
が
え
ま
し
た
。

幼
稚
園
ホ
ー
ル
に
全

園
児
が
集
ま
り
、「
み
ん

な
の
心
の
中
の
悪
い
鬼

も
追
い
出
し
ま
し
ょ
う
」

と
、
先
生
か
ら
節
分
の
由

来
な
ど
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
ド
ン
ド
ン
ド
ン

ド
ン
と
い
う
太
鼓
の
音

と
と
も
に
赤
鬼
、
青
鬼
、

黄
鬼
が
入
っ
て
き
ま
し

た
。「
き
ゃ
ー
っ
」
と
鬼

に
驚
い
て
先
生
に
し
が

み
つ
い
て
泣
き
出
す
園
児

や
、
ス
モ
ッ
ク
の
ポ
ケ
ッ

ト
に
手
を
入
れ
、
豆
を
つ
か
み
、

「
オ
ニ
ハ
ソ
ト
！
」「
オ
ニ
ハ
ソ

ト
！
」
と
鬼
め
が
け
て
必
死
に

投
げ
る
園
児
が
い
ま
し
た
。

園
児
た
ち
に
豆
を
投
げ
ら

れ
、
弱
っ
た
鬼
が
ホ
ー
ル
か
ら

逃
げ
て
い
く
と
ほ
っ
と
し
た
様

子
で
、「
も
う
鬼
行
っ
ち
ゃ
っ

た
？
」「
も
う
来
な
い
？
」
と
何

度
も
確
認
し
て
い
る
園
児
た
ち

の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
し

て
、
保
育
室
に
戻
り
、
自
分
で

折
っ
た
三
方
に
歳
の
数
だ
け
豆

を
入
れ
、
み
ん
な
で
お
い
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

鬼
を
信
じ
、
怖
が
っ
て
い
る

素
直
な
心
を
持
っ
た
園
児
た
ち

が
、
心
や
体
の
中
の
「
泣
き
虫

鬼
」
や
「
ふ
ら
ふ
ら
鬼
」
を
追
い

出
し
、
健
や
か
に
成
長
し
て
ほ

し
い
と
改
め
て
思
っ
た
一
日
で

し
た
。

鬼に立ち向かう園児たち

附
属
浦
安
幼
稚
園
た
の
し
み

ま
シ
ョ
ー
を
二
月
三
日（
金
）、

四
日（
土
）に
開
催
し
ま
し
た
。

園
児
の
保
護
者
を
約
五
百
名
お

招
き
す
る
た
め
、
一
日
で
は
会

場
に
入
り
き
れ
ず
、
二
日
間
で

催
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

年
の
集
大
成
で
も
あ
る
園
児
の

表
現
力
の
成
果
を
二
時
間
余
り

ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

始
め
に
全
園
児
で

「
聖
徳
学
園
幼
稚
園
園

歌
」
を
歌
い
、
そ
の
後
、

年
少
組
が
「
ま
こ
ち
ゃ

ん
の
誕
生
日
」
を
リ
ズ

ム
で
表
現
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
を
喜
び
い
っ

ぱ
い
に
演
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
下
運
動
を
中

心
に
身
体
を
動
か
し
、

一
人
で
も
元
気
い
っ

ぱ
い
に
セ
リ
フ
を
言

っ
て
い
る
園
児
、
は
に

か
ん
で
い
る
園
児
等
、

今
年
は
さ
ま
ざ
ま
な

姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

年
中
組
は
、
グ
リ
ム

童
話
「
ブ
レ
ー
メ
ン
の

音
楽
隊
」、
年
長
組
は

寺
村
輝
夫
作
「
王
様
と
か
い
ぞ

く
せ
ん
」
を
演
じ
ま
し
た
。

幕
あ
い
で
は
、
お
母
様
方
に

歌
を
熱
唱
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
園
児
た
ち
が
同
じ
目
標
に

向
か
っ
て
取
り
組
む
姿
か
ら
、

社
会
性
や
協
調
性
の
向
上
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
客

席
で
は
カ
メ
ラ
片
手
に
、
も
う

片
手
で
目
が
し
ら
を
押
さ
え
て

応
援
し
て
い
る
保
護
者
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

二
日
間
緊
張
を
持
続
す
る
に

は
、
日
ご
ろ
の
園
児
の
し
つ
け

不
足
が
あ
り
、
教
師
た
ち
の
大

い
な
る
反
省
点
も
あ
り
ま
し

た
。
今
後
も
園
児
一
人
ひ
と
り

が
集
団
生
活
の
中
で
よ
い
影
響

を
受
け
な
が
ら
、
自
然
界
の
木

の
よ
う
に
地
に
し
っ
か
り
と
し

た
根
を
は
り
、
幹
を
太
ら
せ
、

美
し
い
花
が
咲
く
よ
う
願
っ
て

い
ま
す
。

年長組が演じた「王様とかいぞくせん」

親
子
親
睦
会

聖
徳
学
園
三
田
幼
稚
園

「
減
Ｃ
Ｏ
２（
げ
ん
こ
つ
）ど

ん
ぐ
り
作
戦
」
は
松
戸
市
環
境

事
業
の
取
り
組
み
で
、
ど
ん
ぐ

り
を
育
て
て
、
二
酸
化
炭
素
を

吸
収
さ
せ
る
作
戦
で
す
。
二
月

九
日（
木
）、
三
月
に
卒
園
す
る

年
長
組
が
ど
ん
ぐ
り
の
植
樹
を

行
い
ま
し
た
。
年
少
組
の
時
に

松
戸
市
長
よ
り
ど
ん
ぐ
り
キ
ッ

ズ
隊
に
任
命
さ
れ
、
幼
稚
園
で

約
二
年
間
、
ど
ん
ぐ
り
か
ら
苗

木
へ
の
成
長
を
見
守
り
、
植
樹

の
時
を
迎
え
ま
し
た
。

園
児
た
ち
は
日
々
の
生
活
の

中
で
、
ど
ん
ぐ
り
の
葉
が
新
し

い
酸
素
を
出
し
、
空
気
を
き
れ

い
に
し
て
く
れ
る
こ
と
や
ご
み

の
分
別
を
学
び
、
環
境
問
題
に

つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
松
戸
市
環
境
部

長
、
造
園
業

の
方
、
園
長

先
生
の
話
を

聞
き
ま
し
た
。

園
長
先
生
か

ら
は
、「
た
く

さ
ん
の
ど
ん

ぐ
り
を
植
え
、

ど
ん
ぐ
り
公

園
に
し
ま
し

ょ
う
！
」
と

の
話
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の

後
、
園
長
先

生
が
作
っ
た

「
減
Ｃ
Ｏ
２
ど

ん
ぐ
り
作
戦
」

の
紙
芝
居
を

見
て
、
本
園

教
員
の
作
詞
・
作
曲
「
ま
ほ
う
の

こ
と
ば
」
の
歌
を
元
気
よ
く
歌

い
、
植
樹
へ
の
期
待
を
高
め
て

い
ま
し
た
。

植
樹
で
は
、「
大
き
く
な
あ

れ
！
大
き
く
な
あ
れ
！
」
と
木

に
語
り
か
け
な
が
ら
、
ど
ん
ぐ

り
の
ポ
ッ
ト
ご
と
丁
寧
に
植
え

付
け
を
し
ま
し
た
。
小
さ
な
苗

木
が
大
き
く
枝
を
広
げ
、
立
派

な
ど
ん
ぐ
り
の
木
に
な
る
こ

ろ
、
園
児
た
ち
も
立
派
な
成
人

と
な
っ
て
い
る
よ
う
願
っ
て
い

ま
す
。

ひ
な
祭
り
会

聖
徳
学
園
多
摩
中
央
幼
稚
園

「大きくなあれ」と願いをこめました（ペンギン公園にて）

七段飾りの前で手づくりのおひな様・お内裏様を手に

屋上での集団遊び

聖
徳
大
学
附
属
浦
安
幼
稚
園

た
の
し
み
ま
シ
ョ
ー

を
終
え
て

「
い
よ
い
よ
植
樹
」

減
Ｃ
Ｏ
２

ど
ん
ぐ
り
キ
ッ
ズ
作
戦

聖
徳
大
学
附
属
第
二
幼
稚
園

「
鬼
は
そ
と
！
」

心
の
中
の
鬼
を

追
い
出
そ
う

聖
徳
大
学
附
属
成
田
幼
稚
園

本園は、開園以来36年、成田の地に「聖徳大学附属第三幼稚園」として
名を刻んでまいりましたが、さらに成田市の幼稚園としての位置づけを
盤石なものとし、地域の皆さまから愛される幼稚園を目指し、平成24年
4月1日付けで「聖徳大学附属成田幼稚園」へと園名を変更しました。

「聖徳大学附属成田幼稚園」に園名が変わりました
（変更前）聖徳大学附属第三幼稚園

（変更後）聖徳大学附属成田幼稚園
▼
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学園広報誌聖徳フラッシュをお読みいただきありがとうございます。聖徳フラッシュは皆さまの広報誌です。
今後も内容の充実に努めてまいりますので、ぜひ皆さまのご意見・ご感想をお寄せください。

インターネットを利用して皆さまの聖徳フラッシュに対するアンケートを取らせていただいております。
アンケートにお答えいただいた方の中から抽選で学園オリジナルグッズをプレゼントしております。

ご意見・ご感想の宛て先

〈郵送〉〒271-8555 千葉県松戸市岩瀬５５０ 東京聖徳学園 「聖徳フラッシュ」係まで
〈インターネット〉https: //www.seitoku.ac. jp /gakuen / toiawase /frmpub

〈アンケートURL〉 http: //www.seitoku. jp /gakuen/flash /

12.4.1 re（21,5）

〒108-0073 東京都港区三田3-4-28
TEL.03-5476-8811（代）

この印刷物は大豆油を主成分とした
環境にやさしいインクを使用しています。
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期間
限定 オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！オープン！！
「山中湖ガーデン」は、山中湖畔に位置する学園
のセミナーハウスです。好評につき昨年に引き続き、
今年の夏もオープンします。一般の方もご利用でき
ますので、夏のレジャーにぜひご利用ください。

お問い合わせ

山梨県南都留郡山中湖村平野５０６Tel.0555-62-3111
●詳細はホームページでご確認ください。

山中湖ガーデン 検 索 ▲
http://www.yamanakako-garden.com/

外観

信州佐久 春日温泉 自然体感リゾート

2012年春より、「かすが荘」は施設名称を「自然体感リゾートかすがの森」に変更し、
新たにスタートすることになりました。「かすがの森」での、自然観察や散策、農作業
などの山里体験、美肌効果で評判の天然温泉など大自然の中での新しい発見や感動
の旅が満喫できます。スタッフ一同、皆さまのご来館を心よりお待ち申し上げております。

・保護者会 6月30日（土）【1部1年生・2部1年生・2部3年生】
・保護者個別面談7月14日（土）【1部2年生・2部2年生】

・後援会評議員会 5月12日（土）・9月8日（土）・
平成25年／1月23日（土）

・後援会総会 5月20日（日）

・後援会評議員会 4月14日（土）・25日（水）・
7月14日（土）

・後援会総会 4月25日（水）

■父母の会総会
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

4月13日（金）
4月17日（火）
4月11日（水）
4月19日（木）

■父親参観
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

6月424日（土）
5月20日（日）
5月13日（日）
6月434日（日）

■保育参観（2学期）
・聖徳大学附属幼稚園
・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

11月20日（火）
11月494日（金）
11月22日（木）
11月16日（金）

■保育参観（3学期）
・聖徳大学附属幼稚園 平成25年／2月18日（月）

■父母の会総会
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

4月19日（木）
4月20日（金）
4月17日（火）

■保育参観・試食会（1学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

5月16日（水）・18日（金）
5月31日（木）・6月1日（金）
5月14日（月）・17日（木）

■父親参観
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

6月434日（日）
5月20日（日）
6月424日（土）

■保育参観（3学期）
・聖徳学園三田幼稚園

・聖徳学園八王子中央幼稚園

・聖徳学園多摩中央幼稚園

平成25年／

2月27日（水）
平成25年／

2月26日（木）
平成25年／

2月14日（木）・15日（金）

■保育参観（2学期）
・聖徳学園三田幼稚園
・聖徳学園八王子中央幼稚園
・聖徳学園多摩中央幼稚園

11月13日（火）
11月474日（水）
11月484日（木）・494日（金）

専門学校

附属小学校

三田3園

附属4園

附属女子中高

取手聖徳女子中高

大学･短期大学部

・保護者会 7月21日（土）・12月15日（土）・
平成25年／3月15日（金）

・後援会総会 4月28日（土）
・後援会評議員会 4月21日（土）・28日（土）・

6月2日（土）・9月15日（土）・
11月10日（土）・
平成25年／2月16日（土）・
平成25年／3月21日（木）

・5月19日（土） 13：00 定期総会 聖徳大学

・6月10日（日） 13：00 北海道支部総会・保護者会
札幌グランドホテル

・9月2日（日） 10：30 東北（北）支部総会・保護者会
盛岡・ホテルニューカリーナ

・9月16日（日） 10：30 甲信地区支部総会・保護者会
長野・ホテル国際21

・9月23日（日） 10：30 東北（南）支部総会・保護者会
郡山・ビューホテルアネックス

・10月14日（日）10：30 新潟地区支部総会・保護者会
新潟・万代シルバーホテル

・10月21日（日）10：30 千葉県支部総会・保護者会
聖徳大学

・10月28日（日）10：30 静岡県支部総会・保護者会
静岡・ホテルアソシア静岡

・11月11日（日）10：30 九州・沖縄地区支部総会・保護者会
ホテル日航那覇グランドキャッスル

・11月18日（日）10：30 北関東支部総会・保護者会
大宮・JA共済埼玉ビル

・11月25日（日）10：30 茨城県支部総会・保護者会
土浦・ホテルマロウド筑波

・12月2日（日） 10：30 東京地区支部総会・保護者会
聖徳大学

平成24年度 後援会・保護者会開催日程 ― ぜひご参加ください ―

4月16日（月）
4月18日（水）
4月17日（火）
4月23日（月）

4月17日（火）
4月19日（木）
4月19日（木）
4月24日（火）

4月18日（水）
4月20日（金）
4月20日（金）
4月25日（水）

公開講座のお問い合わせ・お申し込みは、生涯学習課（Tel:047-365-3601）まで

インターネット予約受付開始！インターネット予約受付開始！

JR常磐線・地下鉄千代田線・新京成線「松戸」駅下車東口徒歩5分

松戸駅からのアクセス
●イトーヨーカドー内エスカレーターを
利用できます。

■閉店時は正面の通路階段を
ご利用ください。

2階入口

5階出口

イトーヨーカドー →

松戸駅

東口

中央公園

北千住→←柏

在学生のスタッフもお待ちしています

お問い合わせ 7 0120-66-5531聖徳大学入学センター

聖徳大学（女子）・聖徳大学短期大学部（女子）

開催します！！

聖徳大学オープンアカデミー（SOA）では、現在、春期（第Ⅰ期4～7月）
公開講座のお申込み受付を行っております。
語学、文学・歴史、芸術・文化、1Day講座等、多様なジャンルの講座を
ご用意しておりますので、ぜひご受講ください。

平成24年度春期公開講座の
お申込み受付中！
～年間約550講座を開講～

【主なNew講座（春期公開講座）のご案内】

詳細はホームページをご覧ください。 www. seitoku.jp/soa

ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！ワクワクする楽しさ新発見！

○シェイクスピアの名作を原文で読む
………………藤原 保明

○幸せ家庭介護のススメ
………………石井 紀子

○楽しい木工芸
………………北沢 昌代

○楽しく学ぶ松戸の名所と郷土史
…………神谷 明宏ほか

○肉まんづくり（1Day／入会金不要）
………………永田 忠博

「ピーターラビットとその仲間たち」展
特別展覧会／聖徳大学心理・福祉学部開設記念

本学所蔵のコレクションの中から、ビア
トリクス・ポターが描いた愛らしい動物た
ちで人気の高いピーターラビットとその
仲間たちの資料を公開中です。ポター自ら
が出版した大変貴重な初版本（私家版）や
古代エジプト語のヒエログリフで書かれ
た物語なども公開しています。

【会期】好評開催中 ～ 8月11日（土）
午前9時～午後5時（休館：日曜・祝日と学事日程による休業日）

【会場】聖徳大学８号館1階・ギャラリー

【お問い合わせ】聖徳大学川並弘昭記念図書館
Tel：047-365-1111（大代）

■保育参観（1学期）
・年長組

聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年中組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

・年少組
聖徳大学附属幼稚園
聖徳大学附属第二幼稚園
聖徳大学附属成田幼稚園
聖徳大学附属浦安幼稚園

―実際に聖徳を感じるチャンス―

2012年度オープンキャンパス日程
予約不要・入退場自由

聖徳大学では、高校生向けにオープンキャンパスを開催
しています。在学生によるキャンパスツアーや、センパイ広場
（在学生とのフリートーク、手遊び体験等）、教員による学科
コーナーをはじめ、聖徳の雰囲気を満喫できる企画がたくさん
あります。お友達やご家族とお気軽にお越しください！

s4／15
13：00～16：00

（日） s5／3
10：30～16：00

（木・祝） s5／27
13：00～16：00

（日） s6／17
10：30～16：00

（日）

s7／15
10：30～16：00

（日） s8／5
10：30～17：00

（日） s8／18
10：30～17：00

（土） s9／9
10：30～16：00

（日）

s10／7
13：00～16：00

（日） s11／11
13：00～16：00

（日） s12／16
13：00～16：00

（日） お気軽にお越し下さい

かすがの森 旧称：（ ）かすが荘

～楽しい、美しい、いろんな自然を体感できる【かすがの森】へようこそ♪～

【名称変更記念：特別限定宿泊プラン】

◇学生・教職員・卒業生・ご家族・同伴者すべて
◇平成24年5月31日までのご宿泊まで

お一人様５,８００円
※1泊朝・夕食付 （税・サービス料込）

特典① この時期、ここでしか味わえない本物、
旬の山菜天ぷらをサービス

（花わさび・ふきのとう・やまうど・うるい・こごみ等、獲れたての里山の味覚をどうぞ）

特典② 赤い花を咲かせる「ひまわりの種」をプレゼント
（近隣の農家の方が栽培している珍しい「赤いひまわり」の種です）

ご予約・お問い合わせは　TEL.0267-52-2111 http://www.kasugaso.com/
長野県佐久市春日2258-1

・聖徳大学附属第二幼稚園
・聖徳大学附属成田幼稚園
・聖徳大学附属浦安幼稚園

平成25年／2月14日（木）
平成25年／2月484日（金）
平成25年／2月19日（火）

露天風呂


